
5月28日（日）に、活動拠点となる桜川漁協組合（つくば市松塚）で「B&G Nextone.つくば海洋クラブ」の舟艇器材配備式を開催しま

した。式典当日は、国光あやの衆議院議員、星田こうじ県議会議員、飯岡ひろゆき市議会議員をはじめ、B&G財団菅原悟志理事長、

桜川漁協組合組合員、海洋クラブ代表井上、海洋クラブ員とその保護者や、関係者など約50人もの方にご出席いただき、無事式典を終

えることができました。

出席者が見守る中、 B&G財団菅原理事長から井上代表にカヌー・SUP・ライフジャケットなど、総額100万円の配備器材の目録が手渡

され、式典の最後には、クラブの発足を記念して、クラブ員と桜川漁協組合で２本の桜の植樹も行いました。

タイトル 『舟艇器材配備式』

日 付 2023.5.28.(SUN)

目録の贈呈

来賓の皆様から、温かいお祝いの言葉や

今後の活動に向けた激励のお言葉を

頂戴しました！

クラブ員の山本さん（５年生）は、カヌー贈呈のお礼とともに、「コロナで学校行事がなくなる中でも、ネクストワンや

ラクスマリーナさんのおかげでたくさんの友達とたのしい思い出を作ることができた。コロナ禍で悲しい想いをしたか

らこそ、３つの間（時間・仲間・空間）を大切に、仲間と協力してたのしい思い出をたくさんつくっていきたい。」と述べた。

実は式典で使われた立派な式次第、これは山本さんが書いてくれたんです✨



式典後には、配備されたライフジャケットとカヌーをつかった体験会を開催。

最初に、組合長の鈴木さんから桜川の環境や川に住んでいる魚について教えていただきました。“投網(とあみ)”を実施に投げる様子も

見せてもらったね！投網は、魚がいるところにめがけて投げると、網が円状に広がり、網の先についている重りが沈んでいき魚を捕ま

えることができます。キレイな円状に投げるのって実はすごく難しくて、何年も修行が必要なんだって…！私たちが魚役になって、投網

につかまる体験も！！なかなか魚側の視点から投網を見ることなんてできないので…、こどもたちからは「もう１回～！」の声も。

カヌーでは、川の流れに逆らいながら進んでいくので、パドルをコントロールする難しさはありましたが、風を感じながら進む、心地よさ

を体感。他にも、アクリル絵の具と木の切り株をつかって植樹した

桜の看板づくりや、桜川漁協組合員のみなさまの協力のもと

アメリカナマズ釣りも行い、様々な体験活動を実施しました。

今後は、“ASOBI CLUB”として月に１回、この松塚を拠点に

した体験活動を予定しています。自然の中で遊ぶことをより身近

なものとし、こどもからお年寄りまで、みんなが気軽に集まり、

遊び、成長できる、憩いの場づくりを目指していきます。
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